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(57)【要約】
【課題】ＨＤ映像からＳＤ映像への変換を適切に行うこ
と。
【解決手段】映像処理装置は、第１解像度の映像に関す
る第１映像信号と、第１解像度よりも解像度の高い第２
解像度の映像に関する第２映像信号のうち、表示対象と
なる映像信号を対象映像信号として取得する映像信号取
得部と、対象映像信号に関する対象映像の映像種別を特
定する映像信号特定部と、対象映像の映像種別が第２解
像度の映像であると判定された場合、対象映像を第１解
像度の映像の画角の処理映像に変換するとともに、処理
映像に関する処理映像信号を生成する映像信号処理部と
、を備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１解像度の映像に関する第１映像信号と、前記第１解像度よりも解像度の高い第２解
像度の映像に関する第２映像信号のうち、表示対象となる映像信号を対象映像信号として
取得する映像信号取得部と、
　前記対象映像信号に関する対象映像の映像種別を特定する映像信号特定部と、
　前記対象映像の映像種別が前記第２解像度の映像であると判定された場合、前記対象映
像を前記第１解像度の映像の画角の処理映像に変換するとともに、前記処理映像に関する
処理映像信号を生成する映像信号処理部と、
　を備える映像処理装置。
【請求項２】
　前記第１映像信号と、前記第２映像信号とは、それぞれ、共通の端子に入力される、
　請求項１に記載の映像処理装置。
【請求項３】
　前記対象映像信号が前記第１映像信号である場合に、前記第１映像信号の映像フレーム
を参照画像として記憶部に記憶する記憶制御部を備え、
　前記映像信号処理部は、
　前記対象映像信号が前記第２映像信号である場合に、前記第２映像信号の映像フレーム
を対象画像とし、前記対象画像もしくは前記対象画像より前に入力された対象画像と、前
記参照画像との差分が０に最も近くなる面内位置が特定され、特定された前記面内位置の
情報に基づいて所定のクリッピング処理を実行して前記処理映像を生成する、
　請求項１または２に記載の映像処理装置。
【請求項４】
　前記対象映像信号が前記第１映像信号である場合に、前記第１映像信号の映像フレーム
を参照画像として記憶部に記憶する記憶制御部を備え、
　前記映像信号処理部は、
　前記対象映像信号が前記第２映像信号である場合に、前記第２映像信号の映像フレーム
を対象画像とし、前記対象画像もしくは前記対象画像より前に入力された対象画像と、前
記参照画像との差分が０に最も近くなる前記対象映像もしくは前記対象画像より前に入力
された対象画像の拡大率および面内位置が特定され、特定された前記拡大率および前記面
内位置の情報に基づいて所定のクリッピング処理を実行して前記処理映像を生成する、
　請求項１または２に記載の映像処理装置。
【請求項５】
　前記第１解像度の映像は、ＳＤ映像であり、前記第２解像度の映像は、ＨＤ映像である
、
　請求項１～４のいずれか１項に記載の映像処理装置。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか１項に記載の映像処理装置と、
　前記処理映像を表示する表示装置と、
　を含む映像処理システム。
【請求項７】
　第１解像度の映像に関する第１映像信号と、前記第１解像度よりも解像度の高い第２解
像度の映像に関する第２映像信号のうち、表示対象となる映像信号を対象映像信号として
取得するステップと、
　前記対象映像信号に関する対象映像の映像種別を特定するステップと、
　前記対象映像の映像種別が前記第２解像度の映像であると判定された場合、前記対象映
像を前記第１解像度の映像の画角の処理映像に変換するとともに、前記処理映像に関する
処理映像信号を生成するステップと、
　を含む映像処理方法。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本開示は、映像処理装置、映像処理システム、および映像処理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　映像を表示する表示システムの分野において、ＳＤ（Standard　Definition）画像と、
ＨＤ（High　Definition）画像とを切り替える技術が知られている。例えば、特許文献１
には、ユーザがテレビジョン放送を視聴する際に、映像サイズモードを切り替える技術が
記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－２３９５８５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　監視カメラの分野において、ＨＤ、ＦＨＤ（Full　High　Definition）、および４Ｋ等
の高解像度の映像を撮像するカメラが採用されている。例えば、ＩＰ信号またはＨＤ－Ｓ
ＤＩ（High　Definition-Serial　Digital　Interface）信号などのデジタル信号を出力
する監視カメラが商品化されている。
【０００５】
　近年、高解像度の映像を撮像するカメラを、例えば、鉄道などの交通インフラ系の監視
システムの監視カメラに使用することが検討されている。例えば、既存の監視システムで
使用されているＳＤ映像を撮像する通常のカメラを、高解像度の映像を撮像するカメラに
置き換えて使用することが検討されている。
【０００６】
　監視用に使用されるモニタでは、ＨＤ映像を４：３表示の通常のモニタに表示する場合
、映像に含まれる全ての被写体を表示するように処理する。例えば、従来では、映像フォ
ーマットに応じて、画角をレターボックスまたはフルモードで表示するように処理される
。
【０００７】
　しかしながら、従来の方法では、コンポジット信号の入力端子からＨＤ映像の信号が入
力された場合、ＳＤ映像の表示範囲に対して、レターボックスまたはフルモード表示に設
定すると、真円率または映像の大きさが変化してしまう。また、この場合ではＳＤ映像を
撮像するカメラでは撮像されていなかったエリアの映像が、画面の両サイドに表示されて
しまい、映像を視認した監視作業に問題が生じる可能性があった。
【０００８】
　本開示は、ＨＤ映像からＳＤ映像への変換を適切に行うことのできる映像処理装置、映
像処理システム、および映像処理方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本開示の一態様に係る映像処理装置は、第１解像度の映像に関する第１映像信号と、前
記第１解像度よりも解像度の高い第２解像度の映像に関する第２映像信号のうち、表示対
象となる映像信号を対象映像信号として取得する映像信号取得部と、前記対象映像信号に
関する対象映像の映像種別を特定する映像信号特定部と、前記対象映像の映像種別が前記
第２解像度の映像であると判定された場合、前記対象映像を前記第１解像度の映像の画角
の処理映像に変換するとともに、前記処理映像に関する処理映像信号を生成する映像信号
処理部と、を備える。
【００１０】
　本開示の一態様に係る映像処理システムは、本開示の一態様に係る映像処理装置と、前
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記処理映像を表示する表示装置と、を含む。
【００１１】
　本開示の一態様に係る映像処理方法は、第１解像度の映像に関する第１映像信号と、前
記第１解像度よりも解像度の高い第２解像度の映像に関する第２映像信号のうち、表示対
象となる映像信号を対象映像信号として取得するステップと、前記対象映像信号に関する
対象映像の映像種別を特定するステップと、前記対象映像の映像種別が前記第２解像度の
映像であると判定された場合、前記対象映像を前記第１解像度の映像の画角の処理映像に
変換するとともに、前記処理映像に関する処理映像信号を生成するステップと、を含む。
【発明の効果】
【００１２】
　本開示によれば、ＨＤ映像からＳＤ映像への変換を適切に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】図１は、第１実施形態に係る映像処理システムの構成の一例を示すブロック図で
ある。
【図２】図２は、第１実施形態に係る映像処理装置の構成の一例を示すブロック図である
。
【図３】図３は、クリッピング処理の一例を説明するための図である。
【図４】図４は、第１実施形態に係る映像処理装置の映像処理の流れの一例を示すフロー
チャートである。
【図５Ａ】図５Ａは、第２実施形態に係る映像処理システムの構成の一例を示すブロック
図である。
【図５Ｂ】図５Ｂは、第２実施形態に係る映像処理システムの構成の一例を示すブロック
図である。
【図６】図６は、第２実施形態に係る映像処理装置の構成の一例を示すブロック図である
。
【図７】図７は、参照画像の一例を説明するための図である。
【図８】図８は、変換対象のＨＤ画像の一例を説明するための図である。
【図９】図９は、参照画像の輝度分布を説明するためのグラフである。
【図１０】図１０は、変換対象のＨＤ画像の輝度分布を説明するためのグラフである。
【図１１】図１１は、参照画像から見た、変換対象のＨＤ画像との輝度の差を説明するた
めのグラフである。
【図１２】図１２は、第２実施形態に係る映像処理装置の映像処理の流れの一例を示すフ
ローチャートである。
【図１３】図１３は、第２実施形態の変形例における、参照画像と、対象画像の輝度の差
を説明するためのグラフである。
【図１４】図１４は、第２実施形態の変形例に係る映像処理装置の処理の流れの一例を示
すフローチャートである。
【図１５】図１５は、その他の実施形態に係る映像処理システムの構成を説明するための
図である。
【図１６】図１６は、その他の実施形態に係る映像処理装置の構成の一例を示すブロック
図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、添付図面を参照して、本開示に係る実施形態を詳細に説明する。なお、この実施
形態により本開示が限定されるものではなく、また、実施形態が複数ある場合には、各実
施形態を組み合わせて構成するものも含む。また、以下の実施形態において、同一の部位
には同一の符号を付することにより重複する説明を省略する。
【００１５】
［第１実施形態］
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　図１を用いて、第１実施形態に係る映像処理システムの一例について説明する。図１は
、第１実施形態に係る映像処理システムの構成の一例を示すブロック図である。
【００１６】
　図１に示すように、映像処理システム１は、撮像装置１００と、映像処理装置２００と
、表示装置３００とを含む。本実施形態において、撮像装置１００は、第１撮像装置１１
０と、第２撮像装置１２０とを含む。映像処理装置２００は、第１撮像装置１１０および
第２撮像装置１２０のそれぞれから出力される映像信号に関する映像に対して、映像信号
の種別に応じた所定の変換処理を実行する。表示装置３００は、映像処理装置２００によ
って変換処理が実行された映像を表示する。
【００１７】
　映像処理システム１は、例えば、電車の駅に設けられる。第１撮像装置１１０と、第２
撮像装置１２０とは、駅のプラットフォームに設けられる。第１撮像装置１１０と、第２
撮像装置１２０とは、プラットフォームに入線してくる電車およびプラットフォームに停
車している電車などを撮像する。第１撮像装置１１０は、第１解像度で映像を撮像する。
第２撮像装置１２０は、第１の解像度よりも解像度の高い第２解像度で映像を撮像する。
第１解像度の映像は、例えば、ＳＤ映像である。第２解像度の映像は、例えば、ＨＤ映像
である。第２解像度の映像は、その他の高画質映像であってもよい。第１撮像装置１１０
は、第１解像度で撮像した映像に関する第１映像信号を生成する。第１撮像装置１１０は
、第１映像信号を映像処理装置２００に出力する。第２撮像装置１２０は、第２解像度で
撮像した映像に関する第２映像信号を生成する。第２撮像装置１２０は、第２映像信号を
映像処理装置２００に出力する。第１映像信号および第２映像信号は、アナログ信号であ
る。第１映像信号のアナログ信号は、例えば、ＮＴＳＣ（National　Television　System
　Committee）方式およびＰＡＬ（Phase　Alternating　Line）方式などのアナログ信号
であるとよい。第２映像信号のアナログ信号は、例えば、第１映像信号のアナログ信号の
ように、垂直同期信号に基づいて映像信号を管理する、高解像度にも対応可能なアナログ
信号であるとよい。映像処理システム１が設けられる場所は、電車の駅に限定されない。
映像処理システム１は、バス停、港湾、空港の滑走路などに設けられていてもよい。映像
処理システム１は、その他の交通インフラに設けられていてもよい。
【００１８】
　映像処理装置２００は、第１撮像装置１１０からの第１映像信号および第２撮像装置１
２０からの第２映像信号を受ける。映像処理装置２００は、入力端子２１０を有する。映
像処理装置２００は、第１撮像装置１１０に接続された同軸ケーブルＣ１が入力端子２１
０に接続されることで、第１撮像装置１１０と接続される。映像処理装置２００は、第２
撮像装置１２０に接続された同軸ケーブルＣ２が入力端子２１０に接続されることで、第
２撮像装置１２０と接続される。すなわち、同軸ケーブルＣ１と、同軸ケーブルＣ２とは
、映像処理装置２００の共通の入力端子に接続される。映像処理装置２００と、第１撮像
装置１１０とが同軸ケーブルＣ１で接続されることで、入力端子２１０には第１映像信号
が入力される。映像処理装置２００と、第２撮像装置１２０とが同軸ケーブルＣ２で接続
されることで、入力端子２１０には第２映像信号が入力される。
【００１９】
　映像処理装置２００は、入力端子２１０に入力された映像信号の種別を判定する。映像
処理装置２００は、入力端子２１０に入力された映像信号が第１映像信号であるか第２映
像信号であるかを判定する。映像処理装置２００は、入力端子２１０に入力された映像信
号に種別に応じて、映像信号に対して所定の変換処理を実行して、処理映像信号を生成す
る。映像処理装置２００は、入力端子２１０に入力された信号が第１映像信号である場合
には、第１映像信号に対しては変換処理を実行しない。映像処理装置２００は、入力端子
２１０に入力された信号が第２映像信号である場合には、第２映像信号に関する映像に対
して所定の変換処理を実行して処理映像を生成する。映像処理装置２００は、処理映像に
関する処理映像信号を生成する。映像処理装置２００は、第１映像信号または処理映像信
号を表示装置３００に出力する。映像処理装置２００の映像処理の方法などは、後述する
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。
【００２０】
　表示装置３００は、電車の駅に設けられる。具体的には、表示装置３００は、駅のプラ
ットフォームおよび管理室などに設けられる。表示装置３００は、例えば、画面アスペク
ト比が４：３のＳＤ映像を表示する表示装置である。表示装置３００は、例えば、画面ア
スペクト比が５：４の表示装置であってもよい。表示装置３００は、例えば、液晶ディス
プレイ（ＬＣＤ：Liquid　Crystal　Display）または有機ＥＬ（Organic　Electro-Lumin
escence）ディスプレイなどを含むディスプレイである。
【００２１】
　表示装置３００は、配線Ｃ３で映像処理装置２００と接続されている。表示装置３００
は、映像処理装置２００から各種の映像信号が入力される。具体的には、表示装置３００
は、映像処理装置２００から第１映像信号または処理映像信号が入力される。表示装置３
００は、第１映像信号または処理映像信号に対応する映像を表示する。
【００２２】
　図２を用いて、映像処理装置の構成について説明する。図２は、映像処理装置の構成の
一例を示すブロック図である。
【００２３】
　図２に示すように、映像処理装置２００は、記憶部２２０と、制御部２３０とを備える
。
【００２４】
　記憶部２２０は、ＤＲＡＭ（Dynamic　Random　Access　Memory）、ＳＲＡＭ（Static
　Random　Access　Memory）、フラッシュメモリ、ハードディスク等のデータ読み書き可
能な記憶装置である。記憶部２２０は、映像処理に関する各種のデータを記憶してよい。
記憶部２２０は、例えば、ＨＤ映像からＳＤ映像に変換するために使用されるデータを記
憶してよい。
【００２５】
　制御部２３０は、映像信号取得部２３１と、映像信号特定部２３２と、映像信号処理部
２３３と、表示制御部２３４とを備える。制御部２３０は、映像処理装置２００の各部を
制御するコントローラ（Controller）である。制御部２３０は、例えば、ＣＰＵ（Centra
l　Processing　Unit）、ＭＰＵ（Micro　Processing　Unit）等のプロセッサにより実現
される。例えば、制御部２３０は、内部の記憶装置に記憶されている各種プログラムを、
プロセッサがＲＡＭ（Random　Access　Memory）等を作業領域として実行することにより
実現される。なお、制御部２３０は、ＡＳＩＣ（Application　Specific　Integrated　C
ircuit）またはＦＰＧＡ（Field　Programmable　Gate　Array）等の集積回路により実現
されてもよい。制御部２３０は、ソフトウェアと、ハードウェアとの組み合わせで実現さ
れてもよい。
【００２６】
　映像信号取得部２３１は、撮像装置１００から映像信号を取得する。映像信号取得部２
３１は、第１撮像装置１１０から第１映像信号を取得する。映像信号取得部２３１は、第
２撮像装置１２０から第２映像信号を取得する。映像信号取得部２３１は、第１映像信号
および第２映像信号のいずれか一方を表示装置３００に映像を表示させるための対象映像
信号として取得する。
【００２７】
　具体的には、映像処理装置２００は、第１撮像装置１１０または第２撮像装置１２０か
ら入力されたアナログの映像信号を、図示しないＡ／Ｄ（アナログ／デジタル）回路で、
デジタル信号に変換する。そして、映像信号取得部２３１は、デジタル変換された映像信
号を取得する。
【００２８】
　映像信号特定部２３２は、映像信号取得部２３１によって取得された対象映像信号に関
する対象映像の種別を特定する。映像信号特定部２３２は、対象映像が第１映像信号に関
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する映像であるか、第２映像信号に関する映像であるかを特定する。映像信号特定部２３
２は、例えば、対象映像信号に含まれる垂直同期信号および水平同期信号に基づいて、対
象映像信号に関する対象映像の解像度がＨＤ映像であるか、ＳＤ映像であるかを特定する
。映像信号特定部２３２は、例えば、対象映像信号に含まれる色信号に基づいて、対象映
像の方式を特定する。
【００２９】
　映像信号処理部２３３は、対象映像の種別に応じて、対象映像に対して変換処理を実行
する。映像信号処理部２３３は、対象映像が第１映像信号に関する映像である場合には、
変換処理は実行しない。映像信号処理部２３３は、対象映像が第２映像信号に関する映像
である場合には対象映像に対して所定の変換処理を行い、対象映像の画角を第１映像信号
に関する映像の画角に変更して処理映像を生成する。そして、映像信号処理部２３３は、
処理映像に関する処理映像信号を生成する。具体的には、映像信号処理部２３３は、対象
映像に対して所定のクリッピング処理を実行することで画角を変更して処理映像を生成す
る。
【００３０】
　図３を用いて、クリッピング処理の一例を説明する。図３は、クリッピング処理の一例
を説明するための図である。
【００３１】
　映像ＩＭ１は、第２映像信号に関する映像の一例を示している。映像ＩＭ１は、オブジ
ェクトＯ１と、オブジェクトＯ２と、オブジェクトＯ３と、オブジェクトＯ４と、オブジ
ェクトＯ５とを含む。映像ＩＭ１は、例えば、画面アスペクト比が１６：９のＨＤ映像で
ある。映像ＩＭ１の画角は、Ｈ１×Ｖ１である。
【００３２】
　映像信号処理部２３３は、映像ＩＭ１に対してクリッピング処理を実行する。映像信号
処理部２３３は、映像ＩＭ１に対してクリッピング処理を実行して、例えば画面アスペク
ト比が４：３のＳＤ映像を生成する。映像信号処理部２２３は、例えば、映像ＩＭ１にお
いて、両サイドの領域であるＣ１×Ｖ１の領域と、Ｃ２×Ｖ１の領域とをカットすること
で、Ｈ２×Ｖ１の画像を切り出す。これにより、映像信号処理部２２３は、画面アスペク
ト比が４：３のＳＤ映像を切り出す。すなわち、映像信号処理部２３３は、画質を維持し
たまま画面アスペクト比のみを変更したＳＤ映像と同じ画角の映像を生成する。映像信号
処理部２３３は、切り出したＳＤ映像に関する処理映像信号を生成する。映像信号処理部
２３３は、画面アスペクト比に関する情報および画質に関する情報などを、ＯＳＤ（On　
Screen　Display）として映像に重畳してもよい。
【００３３】
　再び図２を参照する。表示制御部２３４は、映像を表示装置３００に表示させる。表示
制御部２３４は、第１映像信号に関する映像を表示装置３００に表示させる。表示制御部
２３４は、処理映像信号に関する処理映像を表示装置３００に表示させる。表示制御部２
３４は、画面アスペクト比に関する情報および画質に関する情報などをＯＳＤとして、表
示装置３００に表示させてもよい。
【００３４】
　図４を用いて、第１実施形態に係る映像処理装置の映像処理について説明する。図４は
、第１実施形態に係る映像処理装置の映像処理の流れの一例を示すフローチャートである
。
【００３５】
　まず、映像処理装置２００は、映像信号を取得する（ステップＳ１０）。具体的には、
映像信号取得部２３１が、映像処理装置２００の入力端子２１０に入力された映像信号を
対象映像信号として取得する。そして、ステップＳ１１に進む。
【００３６】
　映像処理装置２００は、映像信号取得部２３１によって取得された映像信号に基づいて
、取得された対象映像信号に関する対象映像がＳＤ映像であるか否かを判定する（ステッ
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プＳ１１）。具体的には、映像信号特定部２３２は、映像信号が第１映像信号である場合
にはＳＤ映像であると判定する。映像信号特定部２３２は、映像信号が第２映像信号であ
る場合にはＨＤ映像であると判定する。対象映像がＳＤ映像でないと判定された場合（ス
テップＳ１１；Ｎｏ）、ステップＳ１２に進む。一方、対象映像がＳＤ映像であると判定
された場合（ステップＳ１１；Ｙｅｓ）、ステップＳ１６に進む。
【００３７】
　ステップＳ１１でＮｏと判定された場合、映像処理装置２００は、対象映像において、
表示装置３００に映像を表示させる映像の切り出し位置を設定する（ステップＳ１２）。
具体的には、映像信号処理部２３３は、画面アスペクト比が１６：９のＨＤ映像から、画
面アスペクト比が４：３のＳＤ映像を生成するための切り出し位置を設定する。そして、
ステップＳ１３に進む。
【００３８】
　映像処理装置２００は、ＳＤ映像を生成する（ステップＳ１３）。具体的には、映像信
号処理部２３３は、設定された切り出し位置に従ってＨＤ映像から所定の映像を切り出す
ことで、ＳＤ映像を生成する。そして、ステップＳ１４に進む。
【００３９】
　映像処理装置２００は、処理映像信号を生成する（ステップＳ１４）。具体的には、映
像信号処理部２３３は、ステップＳ１３で生成されたＳＤ映像に関する処理映像信号を生
成する。そして、ステップＳ１５に進む。
【００４０】
　映像処理装置２００は、処理映像信号を表示装置３００に出力する（ステップＳ１５）
。具体的には、表示制御部２３４は、処理映像信号を表示装置３００に出力することで、
表示装置３００にＨＤ映像から画角のみを変更させたＳＤ映像を表示させる。そして、図
４の処理を終了する。
【００４１】
　ステップＳ１１でＹｅｓと判定された場合、映像処理装置２００は、第１映像信号を表
示装置３００に出力する（ステップＳ１６）。具体的には、表示制御部２３４は、第１映
像信号を表示装置３００に出力することで、表示装置３００にＳＤ映像を表示させる。そ
して、図４の処理を終了する。
【００４２】
　上述のとおり、映像処理装置２００は、複数の撮像装置から取得した映像信号に映像の
種別を判定することができる。映像処理装置２００は、取得した映像信号に関する映像が
、画面アスペクト比が１６：９のＨＤ映像である場合には、画面アスペクト比が４：３の
ＳＤ映像に変換して表示装置３００に出力することができる。これにより、映像処理装置
２００は、既存の４：３表示に対応した表示装置３００に、画面アスペクト比が４：３の
高画質の映像を表示させることができる。これにより、表示装置３００による監視の視認
性が向上するので、安全性を向上させることができる。
【００４３】
［第２実施形態］
　次に、第２実施形態について説明する。
【００４４】
　従来、画面アスペクト比が４：３の表示装置に対して、画面アスペクト比が１６：９の
ＨＤ映像を表示させる場合、映像に含まれる全ての被写体を表示するような処理を実行し
ている。具体的には、従来は、映像フォーマットに応じて画角をレターボックス表示また
はフルモード表示に変更している。しかしながら、従来は、例えばコンポジット信号の入
力端子からＨＤ映像に関する映像信号が入力された場合、ＳＤ映像の表示範囲に対して、
レターボックス表示またはフルモード表示に変更しても、真円率および映像の大きさなど
が変化するに過ぎない。この場合、例えば既存の監視システムで使用されているＳＤ映像
を撮像する撮像装置を、ＨＤ映像を撮像する撮像装置に取り換えた場合に、今まで見えな
かった領域の映像が両サイドに表示されてしまう。これにより、今まで視認していた映像



(9) JP 2021-93561 A 2021.6.17

10

20

30

40

50

とは画面の見え方が変わってしまうので、確認判断に問題が生じる可能性があった。
【００４５】
　そこで、第２実施形態では、映像処理システムにおいて使用されるカメラを、ＳＤ映像
を撮像する撮像装置からＨＤ映像を撮像する撮像装置に取り換えた際に、取り換える前の
撮像装置が撮像した映像に基づいて映像信号に対して適切な処理を実行する。
【００４６】
　図５Ａと、図５Ｂとを用いて、第２実施形態に係る映像処理ステムについて説明する。
図５Ａと、図５Ｂとは、第２実施形態に係る映像処理システムの構成の一例を示すブロッ
ク図である。
【００４７】
　図５Ａに示すように、映像処理システム１Ａは、撮像装置１００Ａと、映像処理装置２
００Ａと、表示装置３００とを含む。撮像装置１００Ａは、ＳＤ撮像装置１３０を含む。
ＳＤ撮像装置１３０は、ＳＤ映像を撮像する。ＳＤ撮像装置１３０は、撮像したＳＤ映像
を映像処理装置２００Ａに出力する。例えば、図５Ａにおいて、ＳＤ撮像装置１３０を、
ＨＤ映像を撮像するＨＤ撮像装置に取り換える場合を考える。
【００４８】
　図５Ｂに示すように、映像処理システム１Ｂは、撮像装置１００Ｂと、映像処理装置２
００Ａと、表示装置３００とを含む。撮像装置１００Ｂは、ＨＤ撮像装置１４０を含む。
ＨＤ撮像装置１４０は、ＨＤ映像を撮像する。ＨＤ撮像装置１４０は、撮像したＨＤ映像
を映像処理装置２００Ａに出力する。すなわち、映像処理システム１Ｂは、映像処理シス
テム１Ａの撮像装置１００のＳＤ撮像装置１３０をＨＤ撮像装置１４０に取り換えた映像
処理システムである。
【００４９】
　図６を用いて、第２実施形態に係る映像処理装置の構成について説明する。図６は、第
２実施形態に係る映像処理装置の構成の一例を示すブロック図である。
【００５０】
　図６に示すように、映像処理装置２００Ａは、記憶部２２０と、制御部２３０Ａとを備
えている。映像処理装置２００Ａは、制御部２３０Ａが記憶制御部２３５を備える点で、
図２に図示の映像処理装置２００とは異なっている。
【００５１】
　記憶制御部２３５は、各種の情報を記憶部２２０に記憶する。記憶制御部２３５は、映
像信号取得部２３１が第１映像信号を取得した場合に、第１映像信号に関する映像の所定
の映像フレームを参照画像として記憶部２２０に記憶する。具体的には、記憶制御部２３
５は、映像信号取得部２３１がＳＤ撮像装置１３０から取得した第１映像信号に関する映
像の映像フレームを参照画像として記憶部２２０に記憶する。
【００５２】
　第２実施形態では、映像信号処理部２３３は、記憶部２２０に記憶された参照画像に基
づいて、ＨＤ画像からＳＤ画像に変換する。具体的には、映像信号処理部２３３は、ＳＤ
撮像装置１３０がＨＤ撮像装置１４０に取り換えられた後に、ＨＤ撮像装置１４０から取
得した第２映像信号に関するＨＤ画像を、記憶部２２０に記憶された参照画像に基づいて
、ＳＤ画像に変換する。より具体的には、映像信号処理部２３３は、ＨＤ撮像装置１４０
のＨＤ映像を、ＳＤ撮像装置１３０のＳＤ映像に基づいて、ＳＤ画像に変換する。尚、変
換参照映像はＳＤ画像としているが、ＨＤ画像に変換し、ＨＤ画像の状態でクリッピング
処理を行った後に、ＳＤ画像に変換するように構成してもよい。
【００５３】
　図７を用いて、記憶部２２０に記憶されている参照画像の一例について説明する。図７
は、参照画像の一例を説明するための図である。
【００５４】
　画像ＩＭ２は、記憶部２２０に記憶されている参照画像の一例を示す。画像ＩＭ２は、
所定の撮影箇所において、ＳＤ撮像装置１３０によって水平方向の範囲Ｄ１を撮像された
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参照画像である。画像ＩＭ２は、オブジェクトＯ１と、オブジェクトＯ２と、オブジェク
トＯ３と、オブジェクトＯ４と、オブジェクトＯ５とを含む。
【００５５】
　図８を用いて、対象画像の一例について説明する。図８は、対象画像の一例を説明する
ための図である。
【００５６】
　画像ＩＭ３は、ＨＤ撮像装置１４０によって撮像されたＨＤ画像の一例を示す。画像Ｉ
Ｍ３は、図７に示す画像ＩＭ２を撮像したＳＤ撮像装置１３０と同一箇所に設けられたＨ
Ｄ撮像装置１４０によって撮像されたＨＤ画像である。ＳＤ撮像装置１３０と、ＨＤ撮像
装置１４０とは画角が異なるので、ＨＤ撮像装置１４０は、範囲Ｄ1に加えて、範囲Ｄ１
の両側の範囲Ｄ２と、範囲Ｄ３とを撮像する。画像ＩＭ３は、範囲Ｄ１において、オブジ
ェクトＯ１と、オブジェクトＯ２と、オブジェクトＯ３と、オブジェクトＯ４と、オブジ
ェクトＯ５とを含む。画像ＩＭ３は、範囲Ｄ２において、オブジェクトＯ６と、オブジェ
クトＯ７とを含む。画像ＩＭ３は、範囲Ｄ３において、オブジェクトＯ８と、オブジェク
トＯ９とを含む。
【００５７】
　映像信号処理部２３３は、図７に示す画像ＩＭ２と、図８に示す画像ＩＭ３との輝度分
布を算出する。
【００５８】
　図９と、図１０とを用いて、画像ＩＭ２と、画像ＩＭ３との輝度分布について説明する
。図９は、参照画像である画像ＩＭ２の輝度分布を説明するためのグラフである。図１０
は、変換対象のＨＤ画像である画像ＩＭ３の輝度分布を説明するための図である。
【００５９】
　図９には、画像ＩＭ２の範囲Ｄ１における輝度分布を示す波形Ｌ１が示されている。図
９に示すように、波形Ｌ１は、画像ＩＭ２に含まれる各オブジェクトの重なり具合が大き
い地点ほど輝度のレベルは高い。
【００６０】
　図１０には、画像ＩＭ３の範囲Ｄ１における輝度分布を示す波形Ｌ１１と、範囲Ｄ２に
おける輝度分布を示す波形Ｌ１２と、範囲Ｄ３における輝度分布を示す波形Ｌ１３とが示
されている。
【００６１】
　映像信号処理部２３３は、図９に示す波形Ｌ１と、図１０に示す波形Ｌ１１、波形Ｌ１
２、波形Ｌ１３とに基づいて、記憶部２２０に記憶された参照画像の輝度と、対象画像の
輝度の差を算出する。
【００６２】
　図１１を用いて、参照画像と、対象画像の輝度の差について説明する。図１１は、参照
画像と、対象画像の輝度の差を説明するためのグラフである。
【００６３】
　図１１には、画像ＩＭ２と画像ＩＭ３との範囲Ｄ１における輝度の差を示す波形Ｌ２１
と、範囲Ｄ２における輝度の差を示す波形Ｌ２２と、範囲Ｄ３における輝度の差を示す波
形Ｌ２３とが示されている。
【００６４】
　映像信号処理部２３３は、画像ＩＭ２に対して画像ＩＭ３を水平に移動させながら複数
の位置における輝度の差を算出する。映像信号処理部２３３は、輝度の差分を算出した複
数の位置のうち、範囲Ｄ１の輝度の差を示す波形Ｌ２１の値が０に最も近い面内位置を切
り出し位置として設定する。映像信号処理部２３３は、設定した切り出し位置で画像ＩＭ
３を切り出してＳＤ映像を生成する。ここでは、輝度の差を算出する際に、輝度の差の値
が０に最も近いものとしているが、比較対象となっている画像の各画素の輝度の差の絶対
値の総和が最小であってもよい。また、各画素の輝度の差の絶対値の２乗の総和が最小で
あってもよい。また、各画素の輝度の差の絶対値の２乗の総和の平方根、つまり２乗平均
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が最小であってもよい。つまり、ここでは画像間の距離測度が最も近いものを特定できれ
ばよい。
【００６５】
　図１２を用いて、第２実施形態に係る映像処理装置の処理について説明する。図１２は
、第２実施形態に係る映像処理装置の処理の流れの一例を示すフローチャートである。
【００６６】
　ステップＳ２０と、ステップＳ２１との処理は、図４に図示のステップＳ１０と、ステ
ップＳ１１との処理と同一なので、説明を省略する。
【００６７】
　ステップＳ２１でＮｏと判定された場合、映像処理装置２００Ａは、参照画像を取得す
る（ステップＳ２２）。具体的には、映像信号処理部２３３は、記憶部２２０から参照画
像を取得する。そして、ステップＳ２３に進む。
【００６８】
　映像処理装置２００Ａは、ＨＤ映像と参照画像との輝度を算出する（ステップＳ２３）
。具体的には、映像信号処理部２３３は、映像信号取得部２３１によって取得された第２
映像信号に関するＨＤ映像と、記憶部２２０から取得した参照画像との輝度の差を算出す
る。そして、ステップＳ２４に進む。
【００６９】
　映像処理装置２００Ａは、輝度の差の算出結果に基づいて、切り出し位置を設定する（
ステップＳ２４）。具体的には、映像信号処理部２３３は、ステップＳ２３の算出結果に
基づいて、切り出し位置を設定する。
【００７０】
　ステップＳ２５～ステップＳ２８の処理は、それぞれ、図４に図示のステップＳ１３～
ステップＳ１６と同一の処理なので説明を省略する。
【００７１】
　上述のとおり、映像処理装置２００Ａは、ＳＤ撮像装置１３０からＨＤ撮像装置１４０
に取り換えた際に、ＳＤ撮像装置１３０で撮像した映像を参照画像と記憶している。そし
て、映像処理装置２００Ａは、参照画像に基づいて、ＨＤ撮像装置１４０で撮像したＨＤ
映像を、ＳＤ映像に変換することができる。そのため、表示装置３００には、ユーザが今
まで見ていた映像の画角と同一の画角の映像が高画質で表示される。これにより、表示装
置３００を監視の視認性が向上するので、安全性を向上させることができる。
【００７２】
［第２実施形態の変形例１］
　次に、第２実施形態の変形例１について説明する。第２実施形態の変形例１に係る映像
処理装置の構成は、第２実施形態に係る映像処理装置２００Ａと同一なので、説明を省略
する。
【００７３】
　これは、既存の監視システムで使用されているＳＤ映像を撮像する撮像装置を、ＨＤ映
像を撮像する撮像装置に取り換えた場合に、カメラのレンズの関係から、画角が微妙に異
なり、ＳＤ映像に対し異なる拡大率により周辺が多く見えてしまい、確認判断に問題が生
じる可能性があることへの対応を想定している。第２実施形態の変形例１においては、映
像信号処理部２３３は、参照画像または対象画像の拡大率を変更してもよい。映像信号処
理部２３３は、例えば、参照画像と対象画像との輝度の差を算出する際に、対象画像を所
定の割合で拡大してもよいし、所定の割合で縮小してもよい。映像信号処理部２３３は、
例えば、参照画像と対象画像との輝度の差を算出する際に、参照画像を所定の割合で拡大
してもよいし、所定の割合で縮小してもよい。以下では、映像信号処理部２３３が、対象
画像の拡大率を変更する場合の処理について説明する。
【００７４】
　図１３を用いて、第２実施形態の変形例１における、参照画像と、対象画像の輝度の差
について説明する。図１３は、第２実施形態の変形例１における、参照画像と、対象画像
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の輝度の差を説明するためのグラフである。
【００７５】
　図１３に示すように、第２実施形態の変形例１では、映像信号処理部２３３は、ＳＤ映
像の表示範囲である範囲Ｄ１の輝度の差が０となるように対象画像を拡大したり、縮小し
たりする。対象画像を拡大したり、縮小したりして、範囲Ｄ１の輝度の差を０にすること
で、ＨＤ撮像装置１４０で撮像した映像の画角を、ＳＤ撮像装置１３０で撮像した映像の
画角に近づけることができる。
【００７６】
　図１４を用いて、第２実施形態の変形例１に係る映像処理装置の処理について説明する
。図１４は、第２実施形態の変形例１に係る映像処理装置の処理の流れの一例を示すフロ
ーチャートである。
【００７７】
　ステップＳ３０～ステップＳ３２の処理は、それぞれ、図１２に図示のステップＳ２０
～ステップＳ２２と同一の処理なので、説明を省略する。
【００７８】
　ステップＳ３２の後、映像処理装置２００Ａは、対象画像の拡大率を変更する（ステッ
プＳ３３）。具体的には、映像信号処理部２３３は、対象画像を所定の割合で拡大したり
縮小したりする。そして、ステップＳ３４に進む。
【００７９】
　映像処理装置２００Ａは、対象画像と参照画像との輝度の差を算出する（ステップＳ３
４）。具体的には、映像信号処理部２３３は、所定の割合で拡大または縮小した対象画像
と参照画像との輝度の差を算出する。そして、ステップＳ３５に進む。
【００８０】
　映像処理装置２００Ａは、対象画像と参照画像とにおける所定の範囲の輝度の差が０で
あるか否かを判定する（ステップＳ３５）。具体的には、映像信号処理部２３３は、ＳＤ
映像の表示範囲の輝度の差が０であるか否かを判定する。所定の範囲の輝度の差が０であ
ると判定された場合（ステップＳ３５；Ｙｅｓ）、ステップＳ３６に進む。一方、所定の
範囲の輝度の差が０でないと判定された場合（ステップＳ３５；Ｎｏ）、ステップＳ３３
に進む。
【００８１】
　ステップＳ３６～ステップＳ４０の処理は、それぞれ、図１２に図示のステップＳ２４
～ステップＳ２８と同一の処理なので説明を省略する。
【００８２】
　上述のとおり、第２実施形態の変形例１では、映像処理装置２００Ａは、対象画像と参
照画像とのＳＤ映像の表示範囲の輝度の差が０となるように、対象画像を拡大または縮小
することができる。これにより、表示装置３００を監視の視認性が向上するので、安全性
を向上させることができる。
【００８３】
［第２実施形態の変形例２］
　図６に示すように、映像処理装置は、記憶制御部２３５を備えており、記憶制御部２３
５は、映像信号処理部２３３によって特定されたクリッピング位置の情報であるクリッピ
ング位置情報を、記憶部２２０に記憶するように制御し、クリッピング位置情報を保持す
るように構成してもよい。
【００８４】
　また、参照画像が記憶部２２０に格納されておらず、クリッピング位置情報が格納され
ている場合には、図１２のステップＳ２２、ステップＳ２３をスキップし、ステップＳ２
４において、代わりにクリッピング位置情報に基づいて切り出し位置を設定するようにし
てもよい。このようにクリッピング位置情報を利用して切り出し位置を設定することは、
現在処理対象となっている対象画像より前に入力された過去の対象画像と、参照画像によ
って特定された切り出し位置の情報をクリッピング位置として利用することになる。
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【００８５】
　また、クリッピング位置情報が記憶部２２０に格納されている場合には、記憶部２２０
に格納されている参照画像を消去し、参照画像の格納に使用していた記憶部２２０の記憶
領域を開放するようにしてもよい。
【００８６】
　上述のように、第２実施形態の変形例２では、クリッピング位置情報格納されている場
合には、クリッピング位置情報を利用して切り出し位置を設定することにより、都度、対
象画像と参照画像との輝度の差を算出しながら切り出し位置を特定することが無くなるた
め、切り出し位置を特定する処理を軽減することができる。
　また、クリッピング位置情報が格納されている場合には、参照画像を常に格納しておく
必要が無くなるため、記憶領域を有効に活用できるようになる。
【００８７】
［その他の実施形態］
　図１５を用いて、その他の実施形態について説明する。図１５は、その他の実施形態に
係る映像処理システムの構成を説明するための図である。
【００８８】
　図１５に示すように、映像処理システム１Ｃは、撮像装置１００と、映像処理装置２０
０Ｂとを含む。その他の実施形態では、映像処理装置２００Ｂは、映像を表示する機能を
も含む。
【００８９】
　図１６を用いて、その他の実施形態に係る映像処理装置について説明する。図１６は、
その他の実施形態に係る映像処理装置の構成の一例を示すブロック図である。
【００９０】
　図１６に示すように、映像処理装置２００Ｂは、記憶部２２０と、制御部２３０と、表
示部２４０とを含む。
【００９１】
　その他の実施形態では、表示制御部２３４は、映像を表示部２４０に表示させる。表示
制御部２３４は、第１映像信号に関する映像を表示部２４０に表示させる。表示制御部２
３４は、処理映像信号に関する処理映像を表示部２４０に表示させる。表示制御部２３４
は、画面アスペクト比に関する情報および画質に関する情報などをＯＳＤとして、表示部
２４０に表示させてもよい。
【００９２】
　上述のとおり、その他の実施形態では、映像処理装置２００Ｂは、映像処理装置２００
Ｂが備える表示部２４０に対して各種の映像を表示させることができる。すなわち、その
他の実施形態では、映像を処理する映像処理装置２００Ｂと、映像を表示する表示部２４
０が一体に構成されていても、ＳＤ映像とＨＤ映像とを適切に切り替えることができる。
【００９３】
　以上、本開示の実施形態を説明したが、これら実施形態の内容により本開示が限定され
るものではない。また、前述した構成要素には、当業者が容易に想定できるもの、実質的
に同一のもの、いわゆる均等の範囲のものが含まれる。さらに、前述した構成要素は適宜
組み合わせることが可能である。さらに、前述した実施形態の要旨を逸脱しない範囲で構
成要素の種々の省略、置換又は変更を行うことができる。
【符号の説明】
【００９４】
　１，１Ａ　映像処理システム
　１００　撮像装置
　１１０　第１撮像装置
　１２０　第２撮像装置
　１３０　ＳＤ撮像装置
　１４０　ＨＤ撮像装置



(14) JP 2021-93561 A 2021.6.17

10

　２００　映像処理装置
　２１０　入力端子
　２２０　記憶部
　２３０　制御部
　２３１　映像信号取得部
　２３２　映像信号特定部
　２３３　映像信号処理部
　２３４　表示制御部
　２３５　記憶制御部
　３００　表示装置

【図１】

【図２】

【図３】



(15) JP 2021-93561 A 2021.6.17

【図４】 【図５Ａ】

【図５Ｂ】

【図６】 【図７】

【図８】



(16) JP 2021-93561 A 2021.6.17

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】 【図１３】



(17) JP 2021-93561 A 2021.6.17

【図１４】 【図１５】

【図１６】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

